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 筋層非浸潤性膀胱癌に対しては経尿道的膀胱腫瘍切除術（transurethral resection of 
bladder tumor: TURBT）が第一選択となるが、多くの症例で再発を来たし、進行癌に進展




















（53.8%）に比較して有意に高かった （p = 0.001）。多変量解析において、Tumor 
buddingは独立した病期進展の予測因子であった （p = 0.002、ハザード比 4.90）。BCG
治療を受けた88症例に限定し解析を行ったところ、Tumor buddingのみが病期進展を予測
する因子であった（p = 0.003、ハザード比 5.65）。 






 Tumor buddingはT1膀胱癌の病期進展と非常に強く関連した。Tumor buddingはT1膀胱
癌における病期進展を予測し、早期の膀胱全摘除術の適応決定に有用であると考えられ
る。  
福 本  桂 資 郎 
Tumor budding, a novel prognostic indicator for predicting stage progression in T1 bladder 
cancers 
（T1膀胱癌におけるTumor budding（簇出）は病期進展を予測する新規予後因子である）  
